
    

 

 

１学期を振り返り、各学年とも人間関係によるトラブルは少なからずありますが学校

全体としては、「落ち着いた学習環境」において授業や行事等を通してたくましく成長

しています。特に、６月に実施したクラスで友情を深め団結する生徒会主催行事、地域

に出向いての「フィールドワーク」、学習内容に応じた専門分野の方々の「講演会」や

「体験活動」を通して得られた知識・技能が今求められる資質・能力の育成にもつなが

っています。 

４月から１年生から３年生まで一人一人と短時間でしたが昼休みに「夢や目標・進路

について」の面談ができたことで、生徒の意外な一面が発見できました。 

「夢」とは今は実現できないけれどいつか実現したいことです。どんな夢でもそれが

生活する上での自分を高める「原動力」になります。自分の夢や目標を持ち続けること

がこれからの自分の未来を変えていきます。夏季休業を利用してゆっくりと自分自身と

対話し「未来に希望」を持ち２学期を迎えてほしいと願っています。 

(フィールドワーク・新見公立大学との交流・防災体験学習・長縄大会) 

 

 

 

教育目標   希望ある未来を切り拓く生徒の育成 

新見南中学校 学校だより キラメキ 

令和 6年 7月 17日（金） 第 10号  文責 千原 隆 

 

備北夏季総体 

送迎・応援大変お世話になりました。ありがとうございました。 


